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前号は，inkmaxの魔法の布のうち薄手の綿シャー
チングと中厚のポプリンを使って暖簾，バンダナの試
作品を紹介しました．今回はキャンバス地を使った手
さげ袋を紹介します．エコバッグの場合は薄手でい
いのですが，ノートパソコンも持ち運べるよう丈夫な
キャンバス生地で試作してみました．
写真はA4サイズが入る袋です．この袋は1枚の布

を2つに折り曲げて作っています．口は2回折って縫
ってあります．持ち手の部分は，袋の形を取った残り
の部分を折り曲げて作ってあります．布からの切り取
り線や折り目の線は，表に出る部分でも目立たない
よう細い点線を一緒にプリントしました．厚手なので
インクがちゃんと染みこんでいるか心配でしたが，発
色・耐洗濯性は全く問題なく，手触りの良いとても丈
夫な物ができました．
このような手さげ袋は博物館やジオパークでお土

産物入れとして最適で，お土産物を入れて歩いてもら
うと宣伝にも効果的ですし，持ち帰っても使ってもら
えます．厚手なら仕事に使うこともできます．今回は
印刷が片面だけですが，裏に凡例等の説明をつける
ことも可能です．
前号の暖簾，バンダナも同じですが，地質図を使

っていますので，地域が変われば必ず別なデザインに
なり，地域の独自性を出すことができます．専門家
は，その地域に合った地質図の素材を選ぶことに協
力できると思います．ただ商品として魅力ある物にす
るためには，デザイナーと協力して魅力あるデザイン
にすることが必要です．このような商品を作るために
は，地質の専門家－デザイナー－地元が協力してデザ
インを作り，印刷を技術のあるところに委託し，縫製
を地元で行って，販売するプロセスが妥当ではない
かと思われます．
参考までに今回の試作品にかかった費用は，

inkmaxの魔法の布が1,500円/mくらい，加えて大型
プリンターのインク代や減価償却，さらに縫製作業費
が加わります．自分でこれらの商品を，観光地でのお
土産として買おうと思ったら，キャンバス地の手さげ
袋で1,500円前後が限界でしょう．バンダナは800円く
らい，暖簾は大きい物でも2,000～3,000円くらいであ
れば買うでしょうか．それを考えると，今回の試作品

では上記の価格では販売できません．50cm角のバン
ダナでも布代が375円かかっています．
実際の印刷工程ではロットや印刷方法によって価

格は下がると思いますが，価格には縫製などの人件
費，流通経費，デザイン費などさまざまなコストを含め
なければなりません．実際にどうビジネスにしていく
かが課題になると思います．

http://designgarden.jp/
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